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体 の 毛 管 浸 透 ぬ れ の 研 究 へ の 画 像 処 理 の 応 用

生 科　　 ○ 川 瀬　 徳Ｅ 、 藤井 富 美 子　 皆 川　 基

［ 目 的 ］　 液 体 に よ る 繊 維 の ぬ れ は 、 洗 浄 ・ 染 色 ・ 仕 上 げ 加 工 な ど に お い て 重 要 な 現 象 で

あ る 。 織 物 上 に 置 か れ た 液 滴 の 繊 維 毛 管 に よ る ぬ れ 広 が り を 時 間 と 共 に 追 跡 す る 繊 維 集 合

体 の 浸 透 ぬ れ の 速 度 論 的 ア プp  ー チ.    白 に お い て 。、 画 像 処 理 に よ る 解 析 を 導 入 す る こ と に

よ り 、 解 析 の 迅 速 化 ・ 高 梢 度 化 を 計 る と 共 に 毛 管 に よ る 漫 透 ぬ れ の 機 構 の 解 析 を 行 っ た 。

［ 方 法 ］　 試 料 と し て 木 綿 ・ ナ イ ロ ン ・ ポ リ エ ス テ ル の 平 織 布 を 、 液 滴 と し て は 水 お よ び

デ カ ン を 用 い た 。 試 料 布 上 に 滴F し た 蔽 滴 の ぬ れ 広 が り を タ イ マ ー と 共 にV    T  R に 録 画 す

る 。 ビ デ オ 画 像 をA  ／D  変 換 に よ り デ ジ タ ル ■ 像 化 し 、 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ タ ー に よ る 画

像 処 理 シ ス テ ム(    P   1   A   S   -   1   ， ㈱ ピ ア ス 製) を 用 い 基 準 面 積 と の 画 素 数 比 を 求 め る 事 に

よ り ぬ れ 広 が り 面 積　A(t  ）を 求 め 、A  （t) は 次 式 白 で 表 さ れ る も の と し て 、 時 間 ｔ に 対 し て

両 対 数 プ ロ ヅ ト す る 事 に よ り 浸 透 ぬ れ の 尺 度 （ 直 線 の 傾 き)     n を 求 め た 。

A （t  ）＝K ( ? ／1) ) ･　V ゛ ｔ ’‘ Ｋ： 試 布 の 毛 管 吸 収 係 数　V  , r ，9: 液 滴 の 体 積 、 表 面 張 力 、 粘 度

t : 時 間　　　　　　　　　a  , b , n : 定 数

［ 結 果 ］　1   . 画 像 処 理 手 法 を 導 入 す る 事 に よ りｰ 、 簡 単 な 操 作 ・ 迅 速 な 動 的 ぬ れ 測 定 が 可

能 で あ り 、 検 量 線 （ 画 素 数 一 面 積 ） の 分 散 ・ 相 関 係 数 か ら 非 常 に 高 精 度 な 測 定 法 で あ る 事

が 示 さ れ た 。　2    . 画 像 処 理 の ■ 像 を 輝 度 毎 に 解 析 で き る と い う 特 色 を 利 用 し 、 毛 管 浸 透

ぬ れ を 解 析 し た と こ ろ 、 従 来 知 ら れ て い たphase     I お よ びP    h  a   s   e   D の 他 に い ず れ

の 繊 維 に 対 し て も 新 た に も う 一 つ のphase     (phase Ⅲ) が 存 在 す る 事 が 分 っ た 。
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B 90 繊維状固体の表面自由エネルギーの測定

奈良女大家政　 田川美恵子　 ○生田美和子　 後藤景子

目的　 固体の表面自由エネルギーは洗浄現象と密接に関連している。例えぱぬれや油よ

ごれの付着と脱離ばかりではなく, 界面電気化学的立場から固体汚れ粒子の付着力を算出

する場合にも,   Hamaker 定数の見積りのために表面自由エネルギーの測定が重要な課題と

なる。そこで本研究ではWilhelmy 法により動的接触角を測定し，得られた接触角から各種

繊維状固体の表面自由エネルギーの算出を試みた。

方法　 用いた試料はポリエチレン，ナイロ ン6  . ポリエステル， ポリ塩化ビニル.  ポリ

塩化ビニリデ ン，ポリフッ化ビ ニリデンの各繊維と繊維状の石英である。液体としては各

種ｎ－アルカ ンと水を用いた。CAHN 2000 ELECTROBALANCE と試作精密微動装置を用いて，

ｎ－アルカン／水/繊維三相境界線が移動するときの繊維に対する水の動的接触角∂を繊維

にかかる荷重の経時変化から算出し.   e を用いて繊維の表面自由エネルギーの分散力成分

r s°およびその極性成分r  s を゙求めた。

結果　平衡接触角としての前進接触角e  （A）および後退接触角∂（R）を測定し た結果. 接

触角のヒステリ シスが観察され,   e （A）とe  （R）から求めた表面自由エネルギーr  s"とr  s'

はかなり異なることかわかった。そこでe  （A) は繊維表面 の非極性部分を,   e （R）は極性部

分を表すと考えて,    ∂(A ）から求めたr  ."と,   e （R）から求めたT  .'に関して各繊維間の比

較を行ったところ.   r 。゚ とr  s"-の大きさの序列は繊維の化学構造の違いを反映しているこ

とが示唆された。さらにT  s）からL  ondon －van der Waals 力を求めるのに必要なHamaker

定数の算出を行った。


